
※憲法によって私たちの日々の生活が守られています。r憲法を護ろう」と

同時に、さらに「憲法を生活の中で生かそう」ということが大切です。

'九条は局きち’

１
１ ｢はらまち九条の会」会報

2010(平成22)年5月
慧法“施行”の日で「憲法記箭＜1947（昭和22）年5月3日は、日本国憲法“施行”の日で「憲法記念日｣。満63年に。＞
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発
布
の
時
、
日
本
国
憲
法
を

誇
り
に
思
い
、
世
界
の
手
本
に

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
。

r自分の人生縁美麟窓診た成
日恭厨鮒の成立が一つの瀕脚ですノ
|<日本国憲法発布にあ岡ﾏｯｶｰｻｰのことば刃
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諒蕪イ「本日私は日本国の新憲法をお祝いす

| 蕊 ｜
鱈撫壽た二とにな’ます 私は人を殺L続I
㈱ゞした i瀧薑蝋圭鬘鱸轆＝

'Iぃ羅鰯照毫薙彗若二房合鴛ご灘I
Iiが世界のお手本となり、今年､そして来年､再来年と、

i後世の人々が、この憲法の精神を受け継げば、私たち

iのような軍人は､この世から消える運命になるでしよ！

'ぅ｡」 （ケン・ジョセフ箸､

！ 『失われたアイデンティティ』光文社より）
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井
上
さ
ん
護
憲
の
灯
守
り
ま
す

高
校
非
常
勤
講
師
山
崎
健
一

ま
れ
た
自
由
や
平
等
の
精
神
を
採

（
福
島
県
南
相
馬
市
“
）

り
入
れ
た
も
の
で
、
け
っ
し
て
押

「
九
条
の
会
」
の
護
憲
の
ア
ピ

し
つ
け
で
は
な
い
」
「
こ
の
憲
法

－
ル
に
賛
同
し
、
私
た
ち
の
地
域

は
、
非
軍
事
化
を
定
め
た
南
極
条

で
も
こ
の
会
を
立
ち
上
げ
、
会
員

約
や
、
南
米
・
ア
ジ
ア
・
ア
プ
リ

も
４
０
０
人
を
超
え
た
。
運
動
の

力
な
ど
の
非
核
兵
器
地
帯
条
約
の

呼
び
か
け
人
だ
っ
た
小
田
実
さ

成
立
、
さ
ら
に
宇
宙
や
海
底
な
ど

ん
、
加
藤
周
一
さ
ん
、
井
上
ひ
さ

の
非
核
化
の
た
め
に
多
大
な
貢
献

し
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
が
、
「
憲

を
し
て
き
た
」
と
熱
く
語
っ
た
。

法
は
変
え
な
い
。
平
和
憲
法
の
理

そ
し
て
、
日
本
人
が
知
ら
な
い
と

念
こ
そ
が
、
日
本
や
世
界
が
目
指
・
こ
ろ
で
、
こ
の
憲
法
が
全
世
界
に

す
べ
き
道
」
と
い
う
遺
志
を
し
っ

向
け
て
平
和
の
発
信
を
続
け
て
き

か
り
と
受
け
つ
い
で
い
き
た
い
。

た
こ
と
を
強
調
し
た
。

特
に
井
上
さ
ん
は
３
年
前
、
福

さ
ら
に
こ
の
平
和
憲
法
の
精
神

島
市
で
講
演
し
、
「
日
本
国
憲
法

を
生
か
し
、
自
衛
隊
を
国
際
救
助

は
、
人
類
の
長
い
闘
い
を
経
て
育

隊
に
変
え
た
り
、
各
市
町
村
が
国

＜毎日新聞＞

「
改
憲
に
期
待
』
別
％

囲

本
社
世
論
調
査
き
ょ
う
憲
法
記
念
日

憲
法
記
念
目
特
集
。

’
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法
で
守
ら
れ
・
攻
撃

よ
う
「
無
防
備
都
市
宣

た
り
す
る
こ
と
を
提
案

昭
和
加
年
２
月
鯛
日

む
原
町
は
米
軍
の
激
し

う
け
、
終
戦
直
前
に
も

て
、
一
般
市
民
に
多
数

を
出
し
た
。
こ
れ
は
町

行
場
が
あ
っ
た
か
ら
だ

訓
か
ら
学
び
、
今
後
、

も
「
無
防
備
都
市
宣
言

る
よ
う
活
動
し
て
い
き

い
ま
ご
ろ
井
上
さ
ん

の
「
ひ
ょ
う
た
ん
島
」

基
地
や
軍
備
の
な
い
、

し
な
い
国
・
日
本
」
を

ら
、
笑
顔
を
み
せ
て
い

ろ
う
。

憲
法
改
正
原
案
自
民
提
出
へ
発
臺
件
緩
和

５
月
３
日
憲
法
記
念
日
の
三
大
全
国
紙

一
面
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溪
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り
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魚
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（
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ず
れ
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「
ゴ
ル
フ
石
川
還
僖
勝
」
の
十
分
の
一
以
下

の
小
さ
な
取
り
扱
い
で
す
。
社
説
は
み
な
憲
法
記
念
日

特
集
で
、
朝
日
が
「
失
わ
れ
た
民
意
を
求
め
て
」
と
題一

し
自
治
体
の
あ
り
方
を
述
べ
、
毎
日
は
「
安
保
の
将
来
含

め
論
憲
を
」
で
日
本
の
か
た
ち
を
論
議
し
よ
う
と
訴
え
、
読

売
は
「
改
正
論
議
を
危
機
打
開
の
一
助
に
」
と
改
訂
に
積

極
的
。
新
間
の
読
み
比
べ
も
興
味
深
い
こ
と
で
す
。

攻
撃
さ
れ
な
い

市
宣
言
」
を
し

提
案
し
た
。

晦
日
、
私
の
住

激
し
い
空
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を

に
も
空
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さ
れ

多
数
の
犠
牲
者

は
町
に
軍
の
飛

ら
だ
。
こ
の
教

後
、
わ
が
町
で

宣
言
」
を
で
き

い
き
た
い
。

さ
ん
は
、
天
国

島
」
に
渡
り
、

い
、
「
戦
争
を

」
を
願
い
な
が

て
い
る
こ
と
だ
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ル
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石
川
還
僖
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」
の
十
分
の
一
以
下

の
扱
い
で
す
。
社
説
は
み
な
憲
法
記
念
日

一
日
が
「
失
わ
れ
た
民
意
を
求
め
て
」
と
題

あ
り
方
を
述
べ
、
毎
日
は
「
安
保
の
将
来
含

’
●事務局の山崎健一放圃日新聞Iの5月3日「声・憲法記念日
特集」に投書し、ご黄のように＃まだｵ/ぼしたb2m7年10月2
1日、県九条の会主催・福島県文化センターで開催された井上
ひさし氏講演会の内容です。（講演要旨
は本会報脱41に掲戦してあります｡）
●講演会場控室に小高の青田利幸さんと
井上氏を訪ね、小冊子『憲法』復刻版を
贈呈。喫煙のため外に出られた時、快諾
されたので携帯電話のカメラで図ﾉﾏしく

一緒に撮影！井上氏が亡くなって“お宝”
の待受画面にして自慢しています。

へ

－

,－|崖務周より|｜

◆満63歳の憲法。今年の憲法記念日はどう
過ごされましたか。会としての特にイベントは
企画しませんでしたが、会員それぞれご自分で
も、他に働きかけることでも、何か憲法に関わ
ることをされたことと思います。
◆内外に混迷の政治、どうなるのでしょう。

|’◆会員は現在413名です畝4月24日（土）
の総会に50名のご出席､‘また蓮池透さん講演
会には一般の方々も含め、130名のご入場で
した。皆様公私の行事が重なったりして何かと
大変お忙しく、慌ただしい中、ご参加ありがと
うございました。お疲れ様でした。

「は論ち力…｣亭務局員連絡先(市外局番TELO244 )
○平田慶肇会長TEL24-121 1
O山崎健一事務局長TEL22-8631 (〒975-001 4南相馬市原町区西町3-53-2)
○井上由美(会計) TEL22-7511・FAX26-0892 0石田賢二TEL22 -4037
○早坂吉彦TE121 - 0326 ○番場恵子TEl22-071 5

一

す

ぐ名歌＞「マッチ擦るつかのま海に霧ふかし
み す‐ そ こく

身捨つるほどの祖国はありや」寺山修司
（1983年5月4日、47歳で死去）

Voice
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